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住
民
訴
訟
の
類
型

（
１
）
4
つ
の
類
型

住
民
訴
訟
は
、
次
の
４
つ
の
類
型
の
も
と
で
、
住

民
訴
訟
の
対
象
と
な
る
違
法
な
財
務
会
計
行
為
及
び

怠
る
事
実
に
つ
い
て
争
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
自
治

法
第
２
４
２
条
の
２
第
１
項
、
図
３
）。

こ
の
う
ち
、
１
号
訴
訟
は
、
公
有
財
産
の
著
し
く

廉
価
な
価
格
で
の
払
下
げ
や
違
法
な
公
金
の
支
出
を

差
し
止
め
る
請
求
な
ど
で
す
。
ま
た
、２
号
訴
訟
は
、

違
法
な
補
助
金
の
交
付
決
定
の
取
消
請
求
や
無
効
等

の
確
認
請
求
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
、
３
号
訴
訟
は
、

租
税
や
負
担
金
な
ど
の
公
課
の
賦
課
徴
収
や
債
権
の

徴
収
を
怠
っ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
の
違
法
確
認
を

求
め
る
請
求
な
ど
で
す
。
加
え
て
、
４
号
訴
訟
は
、

土
地
を
違
法
に
高
額
な
代
金
で
購
入
し
、
そ
の
代
金

を
支
払
っ
た
職
員
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
が
損
害

賠
償
請
求
を
し
た
り
、
こ
の
売
却
代
金
を
受
け
取
っ

た
相
手
方
に
対
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求
を
す
る
こ

と
な
ど
で
す
。

地
方
自
治
法

（
住
民
訴
訟
）

第
２
４
２
条
の
２　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民

は
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る

監
査
委
員
の
監
査
の
結
果
若
し
く
は
勧
告
若
し

く
は
同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
地
方
公

共
団
体
の
議
会
、
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
若
し

く
は
職
員
の
措
置
に
不
服
が
あ
る
と
き
、
又
は

監
査
委
員
が
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
監
査

若
し
く
は
勧
告
を
同
条
第
６
項
の
期
間
内
に
行

わ
な
い
と
き
、
若
し
く
は
議
会
、
長
そ
の
他
の

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜
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ポ
イ
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今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
住
民
訴
訟
制
度
を

理
解
す
る
う
え
で
必
要
な
基
本
事
項
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。
住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
に
つ

い
て
は
、
既
に
多
く
の
文
献
が
存
在
す
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
筆
者
自
身
も
前
職
の
時
代
、
複
数
の
住

民
訴
訟
を
経
験
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
実
務
を
担

当
す
る
自
治
体
の
職
員
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
論
点
を
中
心
に
解
説
し
ま

す
。

住民訴訟制度③
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執
行
機
関
若
し
く
は
職
員
が
同
条
第
９
項
の
規

定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
は
、
裁
判
所

に
対
し
、
同
条
第
１
項
の
請
求
に
係
る
違
法
な

行
為
又
は
怠
る
事
実
に
つ
き
、
訴
え
を
も
つ
て

次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

当
該
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
す
る
当
該
行

為
の
全
部
又
は
一
部
の
差
止
め
の
請
求

二　

行
政
処
分
た
る
当
該
行
為
の
取
消
し
又
は
無

効
確
認
の
請
求

三　

当
該
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
す
る
当
該
怠

る
事
実
の
違
法
確
認
の
請
求

四　

当
該
職
員
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事

実
に
係
る
相
手
方
に
損
害
賠
償
又
は
不
当
利
得

返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
求
め

る
請
求
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
又
は
当
該
行
為

若
し
く
は
怠
る
事
実
に
係
る
相
手
方
が
第

２
４
３
条
の
２
の
８
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
賠

償
の
命
令
の
対
象
と
な
る
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
賠
償
の
命
令
を
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
求

２
〜
12　

略

（
２
）
平
成
14
年
自
治
法
改
正

①
代
位
請
求
訴
訟
か
ら
義
務
付
け
訴
訟
へ

住
民
訴
訟
の
う
ち
、
職
員
個
人
の
責
任
を
問
う
代

位
請
求
訴
訟
（
住
民
が
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て

当
該
職
員
個
人
に
請
求
す
る
訴
訟
。
図
４
）
は
、
平

成
14
年
の
自
治
法
改
正
で
「
当
該
損
害
賠
償
請
求
を

す
る
こ
と
を
求
め
る
訴
訟
」
あ
る
い
は
「
当
該
賠
償

命
令
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
訴
訟
」
と
い
う
義
務
付

け
訴
訟
（
図
５
）
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

義
務
付
け
訴
訟
と
い
う
の
は
、
住
民
が
地
方
公
共

団
体
の
長
（
又
は
長
の
委
任
を
受
け
た
職
員
）
を
被

告
と
し
て
、
違
法
な
行
為
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
責
任

や
不
当
利
得
返
還
責
任
を
負
う「
当
該
職
員
」や「
相

手
方
」
に
対
し
地
方
公
共
団
体
が
損
害
賠
償
や
不
当

利
得
返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
又
は
請
求
対
象
が
賠

償
命
令
の
対
象
と
な
る
職
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
対
象
と
な
る
職
員
に
対
し
賠
償
の
命
令
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
訴
訟
で
す
（
図
５
）。

第
一
段
目
訴
訟
に
お
け
る
「
賠
償
命
令
の
対
象
と

な
る
職
員
」
と
は
、
会
計
管
理
者
若
し
く
は
会
計
管

図３：住民訴訟の類型

住民訴訟の類型

訟訴号１求請止差の為行

行政処分の取消し又は無効確認の請求 ２号訴訟

怠る事実の違法確認請求 ３号訴訟

財務会計行為を行った長や職員又は怠る事

実の相手方に対する損害賠償又は不当利得返

還の請求をすることを地方公共団体の長に求 ４号訴訟

める請求。ただし、賠償命令の対象となる場

合には、当該命令を発することを求める請求
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地
方
自
治
法

（
職
員
の
賠
償
責
任
）

第
２
４
３
条
の
２
の
８　

会
計
管
理
者
若
し
く
は

会
計
管
理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員
、
資
金

前
渡
を
受
け
た
職
員
、
占
有
動
産
を
保
管
し
て

い
る
職
員
又
は
物
品
を
使
用
し
て
い
る
職
員
が

故
意
又
は
重
大
な
過
失
（
現
金
に
つ
い
て
は
、

故
意
又
は
過
失
）
に
よ
り
、
そ
の
保
管
に
係
る

現
金
、
有
価
証
券
、
物
品
（
基
金
に
属
す
る
動

産
を
含
む
。）
若
し
く
は
占
有
動
産
又
は
そ
の

理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員
、
資
金
前
渡
を
受
け

た
職
員
、
占
有
動
産
を
保
管
し
て
い
る
職
員
又
は
物

品
を
使
用
し
て
い
る
職
員
で
す
（
自
治
法
第
２
４
３

条
の
２
の
８
）。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、

賠
償
命
令
の
対
象
と
な
る
「
職
員
」
に
は
含
ま
れ
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
最
判
昭
和
61
・
2
・
27
民
集

40
巻
1
号
88
頁
）。

こ
の
第
一
段
目
訴
訟
の
請
求
の
趣
旨
は
、
賠
償
命

令
の
対
象
で
は
な
い
職
員
の
場
合
は
「
被
告
（
執
行

機
関
等
）
は
、
□
□
に
対
し
□
□
円
及
び
こ
れ
に
対

す
る
令
和
□
年
□
月
□
日
（
不
法
行
為
の
日
）
か
ら

支
払
い
済
み
ま
で
年
５
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
請

求
を
せ
よ
。」
と
な
り
ま
す
。
他
方
、
賠
償
命
令
の

対
象
で
あ
る
職
員
の
場
合
に
は
、「
被
告
（
執
行
機

関
等
）
は
、
□
□
に
対
し
□
□
円
及
び
こ
れ
に
対
す

る
令
和
□
年
□
月
□
日
（
不
法
行
為
の
日
）
か
ら
支

払
い
済
み
ま
で
年
５
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
賠
償

を
命
令
せ
よ
。」
と
な
り
ま
す（

（（
（

。

図４：改正前の４号訴訟（代位請求訴訟）

地方公共団体

損害賠償請求権

住民が地方公共団体の損害賠償請求権を代位行使

損害賠償請求

】告原【】告被【

図５：改正後の４号訴訟（義務付け訴訟）

【被告】

起提の訟訴け付務義①知告訟訴②

③補助参加

賠償命令対象職員を除く

「当該職員」及び「相手方」

】告原【員職象対令命償賠

方手相体団共公方地 （賠償命令対象職員は除く）

※第一段目の訴訟で敗訴が確定したにもかかわらず、賠償命令の対

象となる職員以外の 又は がその請求に応じない場合

は、民事訴訟を提起する。

員職令命償賠被体団共公方地

※第一段目の訴訟で敗訴が確定し、賠償命令が発せられたにもかかわらず、賠償命令の

対象となる 又は に該当する職員がその請求に応じない場合は、公法上

の当事者訴訟を提起する。
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使
用
に
係
る
物
品
を
亡
失
し
、
又
は
損
傷
し
た

と
き
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
掲
げ
る
行
為
を

す
る
権
限
を
有
す
る
職
員
又
は
そ
の
権
限
に
属

す
る
事
務
を
直
接
補
助
す
る
職
員
で
普
通
地
方

公
共
団
体
の
規
則
で
指
定
し
た
も
の
が
故
意
又

は
重
大
な
過
失
に
よ
り
法
令
の
規
定
に
違
反
し

て
当
該
行
為
を
し
た
こ
と
又
は
怠
つ
た
こ
と
に

よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
に
損
害
を
与
え
た
と

き
も
、
同
様
と
す
る
。

一　

支
出
負
担
行
為

二　

第
２
３
２
条
の
４
第
１
項
の
命
令
又
は
同
条

第
２
項
の
確
認

三　

支
出
又
は
支
払

四　

第
２
３
４
条
の
２
第
１
項
の
監
督
又
は
検
査

２
〜
14　

略

住
民
訴
訟
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
又
は
不
当
利
得

返
還
の
請
求
を
命
ず
る
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
お

い
て
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
判
決

が
確
定
し
た
日
か
ら
60
日
以
内
の
日
を
期
限
と
し

て
、
当
該
請
求
に
係
る
損
害
賠
償
金
又
は
不
当
利
得

の
返
還
金
の
支
払
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
自
治
法
第
２
４
２
条
の
３
第
１
項
）。

ま
た
、
当
該
住
民
訴
訟
の
判
決
が
確
定
し
た
日
か

ら
60
日
以
内
に
当
該
請
求
に
係
る
損
害
賠
償
金
又
は

不
当
利
得
に
よ
る
返
還
金
が
支
払
わ
れ
な
い
と
き

は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
損
害
賠
償

又
は
不
当
利
得
返
還
の
請
求
を
目
的
と
す
る
訴
訟
を

提
起
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
第
二
段
目
訴
訟
、

自
治
法
第
２
４
２
条
の
３
第
２
項
）。
こ
の
場
合
に

は
、
議
会
の
議
決
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
同
条
第
３

項
）。他

方
、
第
４
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
住
民
訴

訟
に
つ
い
て
、
賠
償
の
命
令
を
命
ず
る
判
決
が
確
定

し
た
場
合
に
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当

該
判
決
が
確
定
し
た
日
か
ら
60
日
以
内
の
日
を
期
限

と
し
て
、
賠
償
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
自

治
法
第
２
４
３
条
２
の
８
第
４
項
）。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
判
決
が
確
定
し
た
日
か
ら
60
日
以
内

に
当
該
賠
償
の
命
令
に
係
る
損
害
賠
償
金
が
支
払
わ

れ
な
い
と
き
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
当

該
損
害
賠
償
の
請
求
を
目
的
と
す
る
訴
訟
を
提
起
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
第
二
段
目
訴
訟
、
自
治
法

第
２
４
３
条
２
の
８
第
５
項
）。
こ
の
場
合
に
も
議

会
の
議
決
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
同
条
第
６
項
）。

地
方
自
治
法

（
訴
訟
の
提
起
）

第
２
４
２
条
の
３　

前
条
第
１
項
第
４
号
本
文
の

規
定
に
よ
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
又
は

不
当
利
得
返
還
の
請
求
を
命
ず
る
判
決
が
確
定

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
は
、
当
該
判
決
が
確
定
し
た
日
か
ら
60
日

以
内
の
日
を
期
限
と
し
て
、
当
該
請
求
に
係
る

損
害
賠
償
金
又
は
不
当
利
得
の
返
還
金
の
支
払

を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
判

決
が
確
定
し
た
日
か
ら
60
日
以
内
に
当
該
請
求

に
係
る
損
害
賠
償
金
又
は
不
当
利
得
に
よ
る
返

還
金
が
支
払
わ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
は
、
当
該
損
害
賠
償
又
は
不
当
利

得
返
還
の
請
求
を
目
的
と
す
る
訴
訟
を
提
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

前
項
の
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
第
96
条

第
１
項
第
12
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
要
し
な

い
。

４
・
５　

略

地
方
自
治
法

（
職
員
の
賠
償
責
任
）

第
２
４
３
条
の
２
の
８

１
〜
３　

略

４　

第
２
４
２
条
の
２
第
１
項
第
４
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
賠
償
の
命
令

を
命
ず
る
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
普
通

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
判
決
が
確
定
し

た
日
か
ら
60
日
以
内
の
日
を
期
限
と
し
て
、
賠

償
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
委
員
の
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よ
る
支
払
若
し
く
は
給
付
を
求
め
る
訴
え
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
責
任
追
及
等
の
訴
え
」

と
い
う
。）
の
提
起
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
責
任
追
及
等
の
訴
え
が
当
該
株

主
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
り
又

は
当
該
株
式
会
社
に
損
害
を
加
え
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
〜
５　

略

破
産
法

（
当
事
者
適
格
）

第
80
条　

破
産
財
団
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て

は
、
破
産
管
財
人
を
原
告
又
は
被
告
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
当

該
訴
訟
担
当
に
当
事
者
適
格
（
訴
訟
追
行
権
）
が
与

え
ら
れ
る
の
で
す
が
、こ
れ
ら
の
訴
訟
担
当
全
て
に
、

実
体
上
の
権
利
に
つ
い
て
の
処
分
権
限
ま
で
当
然
に

与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、

住
民
訴
訟
の
訴
訟
担
当
で
あ
る
原
告
住
民
に
お
い
て

も
、
地
方
公
共
団
体
の
有
す
る
実
体
法
上
の
権
利
に

つ
い
て
、
裁
判
上
の
和
解
あ
る
い
は
裁
判
外
の
和
解

に
よ
り
、
一
部
又
は
全
部
の
放
棄
は
で
き
な
い
と
解

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
実
の
住
民
訴
訟
に
お
い
て
は
、
損

害
賠
償
又
は
不
当
利
得
返
還
の
請
求
に
係
る
当
該
職

員
又
は
当
該
行
為
若
し
く
は
怠
る
事
実
に
係
る
相
手

方
が
一
定
の
金
額
を
地
方
公
共
団
体
に
任
意
で
支
払

監
査
及
び
決
定
を
求
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

５　

前
項
の
規
定
に
よ
り
賠
償
を
命
じ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
判
決
が
確
定
し
た
日
か
ら
60
日

以
内
に
当
該
賠
償
の
命
令
に
係
る
損
害
賠
償
金

が
支
払
わ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
は
、
当
該
損
害
賠
償
の
請
求
を
目
的
と

す
る
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

前
項
の
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
第
96
条

第
１
項
第
12
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
要
し
な

い
。

７
〜
14　

略

②
住
民
訴
訟
と
訴
訟
担
当

住
民
訴
訟
に
お
け
る
住
民
の
訴
訟
遂
行
は
、
い
わ

ゆ
る
（
法
定
）
訴
訟
担
当
に
当
た
り
ま
す
。
当
事
者

適
格
は
、
本
来
、
訴
訟
物
た
る
権
利
関
係
の
主
体
に

認
め
ら
れ
る
の
が
原
則
な
の
で
す
が
、
こ
の
原
則
の

例
外
の
一
つ
が
訴
訟
担
当
で
す
。
訴
訟
担
当
と
は
、

本
来
の
権
利
義
務
の
主
体
以
外
の
第
三
者
が
、
権
利

義
務
主
体
に
か
わ
っ
て
、
当
事
者
適
格
が
認
め
ら
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
、
訴
訟
代
理
と
は
異
な
り
ま
す
。

（
法
定
）
訴
訟
担
当
の
例
と
し
て
は
、
代
位
債
権

者
（
民
法
第
４
２
３
条
）、
株
主
代
表
訴
訟
に
お
け

る
株
主
（
会
社
法
第
８
４
７
条
）、破
産
管
財
人
（
破

産
法
第
80
条
）
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

民
法

（
債
権
者
代
位
権
の
要
件
）

第
４
２
３
条　

債
権
者
は
、
自
己
の
債
権
を
保
全

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
に
属

す
る
権
利
（
以
下
「
被
代
位
権
利
」
と
い
う
。）

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
務

者
の
一
身
に
専
属
す
る
権
利
及
び
差
押
え
を
禁

じ
ら
れ
た
権
利
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

会
社
法

（
株
主
に
よ
る
責
任
追
及
等
の
訴
え
）

第
８
４
７
条　

六
箇
月
（
こ
れ
を
下
回
る
期
間
を

定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
の
期
間
）

前
か
ら
引
き
続
き
株
式
を
有
す
る
株
主
（
第

１
８
９
条
第
２
項
の
定
款
の
定
め
に
よ
り
そ
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
単
元
未
満

株
主
を
除
く
。）
は
、
株
式
会
社
に
対
し
、
書

面
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ

り
、
発
起
人
、
設
立
時
取
締
役
、
設
立
時
監
査

役
、
役
員
等
（
第
４
２
３
条
第
１
項
に
規
定
す

る
役
員
等
を
い
う
。）
若
し
く
は
清
算
人
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
発
起
人
等
」
と
い
う
。）

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
、
第
１
０
２
条
の
２

第
１
項
、
第
２
１
２
条
第
１
項
若
し
く
は
第

２
８
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
を
求
め

る
訴
え
、
第
１
２
０
条
第
３
項
の
利
益
の
返
還

を
求
め
る
訴
え
又
は
第
２
１
３
条
の
２
第
１
項

若
し
く
は
第
２
８
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に



自治体法務研究 2026・夏◆ 90

う
こ
と
を
引
き
換
え
に
住
民
側
が
住
民
訴
訟
を
取
り

下
げ
る
と
い
っ
た
事
実
上
の
和
解
に
よ
り
解
決
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
住
民
訴
訟
と
訴
訟
告
知

被
告
と
な
っ
た
執
行
機
関
は
、
当
該
職
員
や
相
手

方
に
対
し
て
訴
訟
告
知
（
訴
訟
継
続
の
事
実
を
告
知

す
る
こ
と
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
自
治
法

第
２
４
２
条
の
2
第
7
項
、
民
訴
法
第
53
条
）。
訴

訟
告
知
を
受
け
る
と
、
仮
に
訴
訟
に
参
加
し
て
自
ら

の
主
張
を
裁
判
手
続
に
お
い
て
行
わ
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
参
加
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
、
判
決
の
効
果
が
及
び
ま
す
。

地
方
自
治
法

第
２
４
２
条
の
2　

１
〜
６　

略

７　

第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
が
提
起

さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
職
員
又
は
当
該
行
為

若
し
く
は
怠
る
事
実
の
相
手
方
に
対
し
て
、
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
又
は
職
員

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
訴
訟
の
告
知
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

８
〜
12　

略

民
事
訴
訟
法

（
訴
訟
告
知
）

第
53
条　

当
事
者
は
、
訴
訟
の
係
属
中
、
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
第
三
者
に
そ
の
訴
訟
の
告
知

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

訴
訟
告
知
を
受
け
た
者
は
、
更
に
訴
訟
告
知

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

訴
訟
告
知
は
、
そ
の
理
由
及
び
訴
訟
の
程
度

を
記
載
し
た
書
面
を
裁
判
所
に
提
出
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

訴
訟
告
知
を
受
け
た
者
が
参
加
し
な
か
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
、
第
46
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
に
参

加
し
た
も
の
と
み
な
す
。

こ
の
よ
う
に
訴
訟
告
知
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の

は
、
個
人
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
や
不
当
利
得
返
還

の
義
務
を
負
う
可
能
性
の
あ
る
当
該
職
員
又
は
相
手

方
に
対
し
て
補
助
参
加
す
る
機
会
を
与
え（

（（
（

、
参
加
的

効
力
（
民
訴
法
第
53
条
第
４
項
）
を
及
ぼ
す
こ
と
に

よ
り
第
一
段
目
訴
訟
と
第
二
段
目
訴
訟
に
お
け
る
判

断
の
矛
盾
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
訴
訟
の
蒸
し
返

し
を
防
止
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
結
果
、
４
号
訴
訟
の
認
容
判
決
が
確
定
す
れ

ば
地
方
公
共
団
体
が
当
該
職
員
や
相
手
方
に
対
し
て

損
害
賠
償
請
求
権
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
つ

い
て
は
、
も
は
や
争
う
こ
と
が
で
き
ず
、
第
二
段
目

訴
訟
も
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
裁
判
が
な
さ
れ
ま

す
。
要
す
る
に
第
一
段
目
訴
訟
で
雌
雄
は
決
せ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

訴
訟
参
加
す
る
か
否
か
は
、
当
該
職
員
及
び
相
手

方
の
自
由
で
す
。
一
般
的
に
、
４
号
訴
訟
で
は
被
告

執
行
機
関
と
当
該
職
員
や
相
手
方
と
の
間
で
争
い
が

な
い
限
り
、
被
告
執
行
機
関
が
十
分
な
主
張
立
証
を

行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
実
際
上
は
補
助
参
加
を
す

る
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
仮
に
第
一
段
目
訴
訟
で
執
行
機
関
が
敗
訴

し
、
控
訴
を
断
念
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
職
員

や
相
手
方
と
し
て
は
、
補
助
参
加
の
申
出
と
控
訴
を

同
時
に
行
う
こ
と
に
よ
り
手
続
上
の
保
障
は
図
ら
れ

ま
す
（
民
訴
法
第
43
条
第
２
項
）。
こ
の
た
め
、
第

一
段
目
訴
訟
の
弁
論
が
終
結
す
る
前
に
補
助
参
加
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
控
訴
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
控
訴
期
間
経
過
後
の
控

訴
が
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

民
事
訴
訟
法

（
補
助
参
加
の
申
出
）

第
43
条　

補
助
参
加
の
申
出
は
、
参
加
の
趣
旨
及

び
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
、
補
助
参
加
に
よ
り

訴
訟
行
為
を
す
べ
き
裁
判
所
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２　

補
助
参
加
の
申
出
は
、
補
助
参
加
人
と
し
て

す
る
こ
と
が
で
き
る
訴
訟
行
為
と
と
も
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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二　

予
算
を
調
製
し
、
及
び
こ
れ
を
執
行
す
る
こ

と
。

三
〜
九　

略

地
方
自
治
法

第
１
７
０
条　

法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に

特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
会
計

管
理
者
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
会
計

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２　

前
項
の
会
計
事
務
を
例
示
す
る
と
、
お
お
む

ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

現
金
（
現
金
に
代
え
て
納
付
さ
れ
る
証
券
及

び
基
金
に
属
す
る
現
金
を
含
む
。）
の
出
納
及

び
保
管
を
行
う
こ
と
。

二
〜
七　

略

３　

略

地
方
公
営
企
業
法

（
管
理
者
の
担
任
す
る
事
務
）

第
９
条　

管
理
者
は
、
前
条
の
規
定
に
基
い
て
、

地
方
公
営
企
業
の
業
務
の
執
行
に
関
し
、
お
お

む
ね
左
に
掲
げ
る
事
務
を
担
任
す
る
。

一
〜
十　

略

十
一　

出
納
そ
の
他
の
会
計
事
務
を
行
う
こ
と
。

十
二
〜
十
五　

略

次
に
、「
本
来
的
権
限
者
か
ら
権
限
の
委
任
を
受

（
３
）
4
号
訴
訟
に
お
け
る
「
当
該
職
員
」
及
び
「
怠

る
事
実
の
相
手
方
」
の
意
義

①
当
該
職
員

「
当
該
職
員
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
上
特

に
定
義
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
当
該
訴
訟
に
お

い
て
そ
の
適
否
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
財
務
会
計
行

為
を
行
う
権
限
を
法
令
上
本
来
的
に
有
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
者
」
及
び
「
こ
れ
ら
の
者
か
ら
権
限
の

委
任
を
受
け
る
な
ど
し
て
右
権
限
を
有
す
る
に
至
っ

た
者
」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
（
最
判
昭
和
62
・
４
・

10
民
集
41
巻
３
号
２
３
９
頁
）。

■
最
判
昭
和
62
・
４
・
10
民
集
41
巻
３
号
２
３
９
頁

「
住
民
訴
訟
が
自
己
の
法
律
上
の
利
益
に
か
か

わ
ら
な
い
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
と
い

う
資
格
で
特
に
法
に
よ
つ
て
出
訴
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
民
衆
訴
訟
の
一
種
で
あ
る
こ
と
に

か
ん
が
み
る
と
、
当
該
訴
訟
に
お
い
て
被
告
と
さ

れ
て
い
る
者
が
当
該
訴
訟
に
お
い
て
被
告
と
す
べ

き
右
「
当
該
職
員
」
た
る
地
位
な
い
し
職
に
あ
る

者
に
該
当
し
な
い
と
解
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
か
か

る
訴
え
は
、
法
に
よ
り
特
に
出
訴
が
認
め
ら
れ
た

住
民
訴
訟
の
類
型
に
該
当
し
な
い
訴
え
と
し
て
、

不
適
法
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ

し
て
、
右
「
当
該
職
員
」
と
は
、
住
民
訴
訟
制
度

が
法
２
４
２
条
１
項
所
定
の
違
法
な
財
務
会
計
上

の
行
為
又
は
怠
る
事
実
を
予
防
又
は
是
正
し
も
つ

て
地
方
財
務
行
政
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
当
該
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
適
否
が
問
題
と

さ
れ
て
い
る
財
務
会
計
上
の
行
為
を
行
う
権
限
を

法
令
上
本
来
的
に
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
者

及
び
こ
れ
ら
の
者
か
ら
権
限
の
委
任
を
受
け
る
な

ど
し
て
右
権
限
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
を
広
く
意

味
し
、
そ
の
反
面
お
よ
そ
右
の
よ
う
な
権
限
を
有

す
る
地
位
な
い
し
職
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
者

は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」

こ
の
う
ち
、「
当
該
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
適
否
が

問
題
と
さ
れ
て
い
る
財
務
会
計
行
為
を
行
う
権
限
を

法
令
上
本
来
的
に
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
者
」

と
は
、
①
予
算
の
執
行
権
限
を
有
す
る
市
長
・
知
事

（
自
治
法
第
１
４
９
条
第
２
号
）、
②
支
出
命
令
に
応

じ
て
金
銭
の
支
出
を
行
う
会
計
管
理
者
（
自
治
法
第

１
７
０
条
第
２
項
第
１
号
）、
③
地
方
公
営
企
業
の

公
金
支
出
に
お
け
る
管
理
者
（
地
公
営
法
第
９
条
第

11
号
）
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

地
方
自
治
法

第
１
４
９
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
概

ね
左
に
掲
げ
る
事
務
を
担
任
す
る
。

一　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
べ

き
事
件
に
つ
き
そ
の
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
。
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け
て
権
限
を
行
使
す
る
者
」
と
は
、
①
市
長
の
権
限

の
行
使
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
第
１
５
３
条
に
基
づ

き
そ
の
権
限
の
委
任
を
受
け
た
職
員
、
②
支
出
負
担

行
為
や
支
出
命
令
権
に
つ
い
て
専
決
権
や
代
決
権
を

有
す
る
局
長
や
課
長
等
の
一
般
職
員
が
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
。

②
怠
る
事
実
の
相
手
方

次
に
「
怠
る
事
実
の
相
手
方
」
で
す
。「
怠
る
事

実
の
相
手
方
」
と
は
、
例
え
ば
、
地
方
公
共
団
体
の

財
産
を
毀
損
し
た
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
行

使
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
財
産
を
毀
損

し
た
者
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

怠
る
事
実
の
相
手
方
は
私
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
方
公
共
団
体
に
損
害
を
与
え
た
職
員
も
、

怠
る
事
実
の
相
手
方
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
架
空

の
旅
費
の
支
給
を
受
け
た
職
員
や
給
与
条
例
主
義
に

反
す
る
給
与
の
支
給
を
受
け
た
職
員
に
つ
い
て
も
財

産
の
管
理
を
怠
る
事
実
の
相
手
方
と
構
成
す
る
こ
と

に
よ
り
当
該
受
給
職
員
の
個
人
の
責
任
が
住
民
訴
訟

に
よ
り
追
及
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
地
方
公
共

団
体
が
有
す
る
違
法
な
給
与
の
支
給
を
受
け
た
職
員

に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
い
う
債
権
の
管

理
を
怠
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
４
）
４
号
訴
訟
に
お
け
る
被
告
適
格

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
の
２
第
１
項
第
４
号
に

い
う
執
行
機
関
又
は
職
員
と
は
、
当
該
訴
訟
で
求
め

ら
れ
て
い
る
損
害
賠
償
の
請
求
や
賠
償
命
令
を
行
う

権
限
を
有
す
る
行
政
庁
あ
る
い
は
そ
の
行
政
庁
か
ら

権
限
の
委
任
を
受
け
た
補
助
機
関
を
い
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
執
行
機
関
」
と
は
、
地
方
公
共
団
体

の
長
と
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
置
か
れ
る
教

育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
の
委
員
会
又
は

監
査
委
員
と
い
っ
た
委
員
を
い
い
ま
す
（
自
治
法
第

１
３
８
条
の
４
第
１
項
）。

地
方
自
治
法

第
１
３
８
条
の
４　

普
通
地
方
公
共
団
体
に
そ
の

執
行
機
関
と
し
て
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
の

外
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
委
員
会

又
は
委
員
を
置
く
。

２
・
３　

略

ま
た
、「
補
助
機
関
」
と
は
、
副
知
事
、
副
市
町

村
長
（
自
治
法
第
１
６
１
条
）、
会
計
管
理
者
（
自

治
法
第
１
６
８
条
）、
出
納
職
員
等
（
自
治
法
第

１
７
１
条
）、
職
員
（
自
治
法
第
１
７
２
条
）
な
ど

が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

地
方
自
治
法

第
１
６
１
条　

都
道
府
県
に
副
知
事
を
、
市
町
村

に
副
市
町
村
長
を
置
く
。
た
だ
し
、
条
例
で
置

か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２　

略

地
方
自
治
法

第
１
６
８
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
に
会
計
管
理

者
一
人
を
置
く
。

２　

略

地
方
自
治
法

第
１
７
１
条　

会
計
管
理
者
の
事
務
を
補
助
さ
せ

る
た
め
出
納
員
そ
の
他
の
会
計
職
員
を
置
く
。

た
だ
し
、
町
村
に
お
い
て
は
、
出
納
員
を
置
か

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２
〜
５　

略

地
方
自
治
法

第
１
７
２
条　

前
11
条
に
定
め
る
者
を
除
く
ほ

か
、
普
通
地
方
公
共
団
体
に
職
員
を
置
く
。

２
〜
４　

略

通
常
の
場
合
は
、
長
が
執
行
機
関
と
し
て
被
告
適

格
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
財
務
会
計
上

の
権
限
を
地
方
自
治
法
第
１
５
３
条
第
１
項
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
助
機
関
の
職
員
に
委
任
し
た
場

合
に
は
、
権
限
の
委
任
を
受
け
た
補
助
機
関
の
職
員

が
「
職
員
」
と
し
て
被
告
適
格
を
有
し
ま
す
。
こ
の

場
合
、
権
限
の
委
任
に
よ
り
、
委
任
庁
は
権
限
を
失

う
の
で
、
委
任
庁
を
被
告
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
解
さ
れ
ま
す
。
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う
「
委
任
」
と
は
、
行
政
機
関
が
自
己
の
権
限
の
一

部
を
受
任
者
に
委
譲
し
、
そ
れ
を
受
任
者
の
権
限
と

し
て
行
わ
し
め
る
こ
と
で
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
委

任
し
た
委
任
庁
が
そ
の
権
限
を
失
う
こ
と
で
す（

（（
（

。

次
に
「
専
決
」
と
は
、
内
部
委
任
と
も
呼
ば
れ
、

権
限
を
対
外
的
に
委
任
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

代
理
権
も
付
与
す
る
こ
と
な
く
、
補
助
機
関
が
行
政

庁
の
名
（
た
と
え
ば
、
市
長
決
裁
で
は
な
く
課
長
決

裁
限
り
に
お
い
て
市
長
名
で
行
政
行
為
を
す
る
な

ど
）
に
お
い
て
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
で
す（

（（
（

。

例
え
ば
、
岡
山
市
事
務
決
裁
規
程
の
別
表
（
抄
）

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
図
６
）。
建
築
基
準
法
の
命

令
は
、
建
築
基
準
法
第
９
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
特
定
行
政
庁
た
る
岡
山
市
長
が
命
令
権
限
を
有
す

る
の
で
す
が
、
事
務
決
裁
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
補
助
機
関
で
あ
る
局
長
が
決
裁
す
れ
ば
、
特

定
行
政
庁
た
る
岡
山
市
長
名
で
命
令
を
適
法
に
発
出

で
き
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

（
５
）
４
号
訴
訟
以
外
の
訴
訟
に
お
け
る
被
告
適
格

①
１
号
訴
訟

１
号
訴
訟
は
、
行
為
の
差
止
め
を
求
め
る
請
求
な

の
で
、
当
該
行
為
を
差
し
止
め
る
権
限
を
有
す
る
執

行
機
関
又
は
職
員
（
権
限
の
委
任
が
あ
れ
ば
そ
の
権

限
を
受
任
し
た
行
政
庁
又
は
職
員
）
が
被
告
適
格
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
２
号
訴
訟

地
方
自
治
法

第
１
５
３
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
そ

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
そ
の
補
助
機

関
で
あ
る
職
員
に
委
任
し
、
又
は
こ
れ
に
臨
時

に
代
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

略
例
え
ば
、
岡
山
市
長
が
定
め
る
「
市
長
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
委
員
会
等
へ
の
委
任
及
び
委
員
会
等

の
職
員
に
よ
る
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
」
で
は
、

議
会
に
お
け
る
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
権
限
が
地
方

自
治
法
第
１
５
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
長

部
局
の
職
員
に
併
任
さ
れ
た
議
会
事
務
局
長
に
委
任

さ
れ
て
い
ま
す
（
同
規
則
第
２
条
）。
こ
れ
に
よ
り
、

岡
山
市
長
は
議
会
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
権
限
を

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
員
会
等
へ
の
委
任

及
び
委
員
会
等
の
職
員
に
よ
る
補
助
執
行
に
関
す
る

規
則

（
議
会
局
事
務
局
長
へ
の
委
任
）

第
２
条　

議
会
局
事
務
局
長
を
本
市
職
員
に
併
任

し
、
議
会
に
関
す
る
歳
入
歳
出
予
算
を
執
行
す

る
権
限
を
委
任
す
る
。

な
お
、
専
決
の
場
合
に
は
、
専
決
さ
せ
た
長
は
依

然
と
し
て
権
限
を
有
し
て
い
る
た
め
、
長
が
「
執
行

機
関
」
と
し
て
被
告
適
格
を
有
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、「
権
限
の
委
任
」
及
び
「
専
決
」
に

つ
い
て
は
、
馴
染
み
が
薄
い
用
語
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
こ
こ
で
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
権
限
の
委
任
に
つ
い
て
で
す
。
こ
こ
で
い

図６：岡山市事務決裁規程　別表（抄）
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２
号
訴
訟
の
う
ち
、
処
分
の
取
消
を
求
め
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
43
条
が
準
用
す

る
同
法
第
11
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
被
告
適
格

を
有
す
る
の
は
処
分
を
し
た
行
政
庁
（
権
限
の
委
任

が
あ
れ
ば
当
該
権
限
を
受
任
し
た
行
政
庁
）
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
2
号
訴
訟
の
う
ち
、
無
効
確
認
訴
訟
に
つ

い
て
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
第
43
条
第
２
項
が
準
用

す
る
同
法
第
38
条
第
１
項
及
び
同
項
が
準
用
す
る
同

法
第
11
条
に
よ
っ
て
、
被
告
適
格
を
有
す
る
の
は
処

分
を
し
た
行
政
庁
（
権
限
の
委
任
が
あ
れ
ば
当
該
権

限
を
受
任
し
た
行
政
庁
）
と
な
り
ま
す
。

行
政
事
件
訴
訟
法

（
抗
告
訴
訟
又
は
当
事
者
訴
訟
に
関
す
る
規
定
の

準
用
）

第
43
条　

民
衆
訴
訟
又
は
機
関
訴
訟
で
、
処
分
又

は
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
第
９
条
及
び
第
10
条
第
１
項
の
規
定
を
除

き
、
取
消
訴
訟
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

２　

民
衆
訴
訟
又
は
機
関
訴
訟
で
、
処
分
又
は
裁

決
の
無
効
の
確
認
を
求
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
第
36
条
の
規
定
を
除
き
、
無
効
等
確
認
の

訴
え
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

３　

略

行
政
事
件
訴
訟
法

（
取
消
訴
訟
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
38
条　

第
11
条
か
ら
第
13
条
ま
で
、
第
16
条
か

ら
第
19
条
ま
で
、
第
21
条
か
ら
第
23
条
ま
で
、

第
24
条
、
第
33
条
及
び
第
35
条
の
規
定
は
、
取

消
訴
訟
以
外
の
抗
告
訴
訟
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

２
〜
４　

略

行
政
事
件
訴
訟
法

（
被
告
適
格
等
）

第
11
条　

処
分
又
は
裁
決
を
し
た
行
政
庁
（
処
分

又
は
裁
決
が
あ
つ
た
後
に
当
該
行
政
庁
の
権
限

が
他
の
行
政
庁
に
承
継
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該

他
の
行
政
庁
。
以
下
同
じ
。）
が
国
又
は
公
共

団
体
に
所
属
す
る
場
合
に
は
、
取
消
訴
訟
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
訴
え
の
区
分
に
応
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
被
告
と
し
て

提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

処
分
の
取
消
し
の
訴
え　

当
該
処
分
を
し
た

行
政
庁
の
所
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体

二　

裁
決
の
取
消
し
の
訴
え　

当
該
裁
決
を
し
た

行
政
庁
の
所
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体

２
〜
６　

略

③
3
号
訴
訟

３
号
訴
訟
の
被
告
は
「
公
金
の
賦
課
若
し
く
は
徴

収
若
し
く
は
財
産
の
管
理
」
の
権
限
を
有
す
る
執
行

機
関
又
は
職
員
（
権
限
の
委
任
が
あ
れ
ば
当
該
権
限

を
受
任
し
た
行
政
庁
又
は
職
員
）
で
す
。

注（
11
）
な
お
、
４
号
訴
訟
以
外
の
訴
訟
に
お
け
る
請
求
の

趣
旨
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
１
号
訴
訟
の
請
求
の
趣
旨
の
例
と
し
て
は
、

「
被
告
（
執
行
機
関
等
）
は
、
□
□
の
事
業
に
関
し
、

公
金
を
支
出
し
て
は
な
ら
な
い
。」、
ま
た
、
２
号
訴

訟
の
請
求
の
趣
旨
の
例
と
し
て
は
、「
□
□
市
長
（
処

分
行
政
庁
）
が
□
□
□
□
に
対
し
、
平
成
□
年
□
月

□
日
付
け
で
し
た
□
□
処
分
を
取
り
消
す
。」、
さ
ら

に
、
３
号
訴
訟
の
請
求
の
趣
旨
の
例
と
し
て
は
、「
被

告
（
執
行
機
関
等
）
が
、
別
紙
物
件
目
録
記
載
の
土

地
に
つ
き
、
□
□
□
□
に
対
し
、
同
土
地
上
の
建
物

の
収
去
を
請
求
す
る
こ
と
を
怠
る
事
実
が
違
法
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。」
と
な
る
。

（
12
）
職
員
が
補
助
参
加
す
る
場
合
、
弁
護
士
費
用
等
は

公
費
で
支
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
支
出
す
れ
ば

違
法
な
支
出
と
な
る
。

（
13
）
佐
藤
文
俊
『
逐
条
地
方
自
治
法
』（
学
陽
書
房
、

２
０
２
５
年
）
４
８
８
頁
。

（
14
）
宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
Ⅲ
〔
第
６
版
〕』（
有
斐

閣
、
２
０
２
４
年
）
54
頁
。


